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市
内
84
カ
所
の
地
区
社
協
を
訪
ね
て

安
曇
野
市
内
に
は
84
の
地
区
社
協
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。
今
回
も
地
区
社
協
の
活
動
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

岩
原
地
区
社
協
で
は
、
社
協
会
費
還

元
金
や
会
費
特
別
活
動
配
分
金
な
ど
を

使
っ
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
そ
れ
ら
を
含
め
、
幾
つ
か
の
事
業
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

①
岩
原
お
花
い
っ
ぱ
い
大
作
戦

５
月
中
旬
、
寄
せ
植
え
プ
ラ
ン
タ
ー
作

り
を
行
い
ま
し
た
。
ペ
チ
ュ
ニ
ア
・
サ
ル
ビ
ア
・

初
雪
草
な
ど
数
種
類
の
苗
を
約
６０
個
の

プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
、
各
家
庭
有
志
の
方

へ
配
付
し
、
水
や
り
な
ど
の
管
理
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
区
内
の
沿
道
の
花
壇
に
も
花

を
植
え
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
国
営
公
園
の
入
り
口

の
地
区
で
も
あ
り
、
こ
の
活
動
は
環
境
美

化
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

11
月
初
旬
の
収
穫
後
に
は
、「
焼
き
芋

大
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
小
雨
の

中
の
実
施
で
例
年
よ
り
参
加
者
が
少
な
い

な
が
ら
も
約
30
名
の
皆
さ
ん
で
、
焼
き
立

て
の
お
芋
や
、
一
緒
に
作
っ
た
大
学
芋
を

喜
ん
で
食
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

③
親
子
も
ち
つ
き
大
会

新
し
い
年
を
迎
え
、公
民
館
の
庭
で「
親

子
も
ち
つ
き
大
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
約

３０
名
の
親
子
が
杵
と
臼
を
使
い
、
元
気

な
掛
け
声
で
力
餅
を
つ
き
、
お
雑
煮
や
き

な
こ
餅
、
く
る
み
餅
な
ど
で
美
味
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

④
高
齢
者
お
茶
会

「
虹
の
会
」
を
結
成
し
、
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
お
茶
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
普

段
あ
ま
り
会
話
が
な
く
、
家
に
こ
も
り
が

ち
な
皆
さ
ん
の
居
場
所
づ
く
り
を
と
、
岩

原
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
共
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
短
い
時
間
で
す
が
、
話
も

弾
み
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
参

加
費
は
１
人
100
円
で
、
約
15
名
の
方
が
、

ゲ
ー
ム
や
余
興
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
全
区
民
が
一
緒
に
楽
し
む
活
動

６
月
中
旬
、
さ
つ
ま
い
も
ガ
ー
デ
ン
に

芋
の
苗
約
150
束
の
植
付
け
を
行
い
ま
し

た
。
岩
原
も
り
あ
げ
隊
の
協
力
の
も
と
、

総
勢
約
30
名
位
で
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
時
折
草
取
り
作
業
な
ど
も
行
い
ま

し
た
。

堀
金
・
岩
原
地
区
社
協

あ
づ
み
野
エ
フ
エ
ム
放
送

～
７な

ろ
う
、ひ
と
つ
に

６.

１　
Ｍ
Ｈ
ｚ
～　

あ
づ
み
野
エ
フ
エ
ム
放
送
で
、
毎
月

社
協
の
事
業
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

番
組
内
の
１ ５
分
間
の
放
送
で
す
が
、
ぜ

ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

■
笑
顔
い
っ
ぱ
い
！
児
童
館
サ
ー
ク
ル

第
１
月
曜 

午
後
５
時
～
６
時
半

あ
づ
み
野Y

ou G
otta

情
報
局
内

■
さ
さ
え
あ
い
社
協
サ
ー
ク
ル

第
３
水
曜 

正
午
～
午
後
２
時

お
ひ
さ
ま
サ
ー
ク
ル
内

綺麗な寄せ植えが出来上がりました。

焼き芋も大学芋もとてもおいしかったです。

新
年
度
を
迎
え
て

新
年
度
に
あ
た
り
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
当
会
の
地
域
福
祉
事
業
・
活
動
の
推
進
に
対
し
ま

し
て
住
民
皆
さ
ま
に
は
、
あ
た
た
か
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
超
少
子
高
齢
化
が
一
層
進
み
、
長
年
に
わ
た
る
地
域
に
お
け
る
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
き
、
子
育
て
、
介
護
、
障
が
い
、
貧
困

な
ど
が
複
合
化
し
た
課
題
を
抱
え
る
世
帯
や
、
地
域
で
孤
立
す
る
高
齢
者
な
ど
様
々
な

生
活
課
題
が
派
生
し
て
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
で
は
、
地
域
の
す
べ
て
の
人
び
と
が
、
生
活
す
る
地
域
に
お
い
て
主
体
的

に
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
も
ち
、
地
域
課
題
を
「
我
が
事
、
丸
ご
と
」
と
し
て
互
い
に
支

え
合
う
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
地
域
の
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
人
に
と
っ
て
優
し
い
地
域
の
創
生
で
す
。

こ
う
し
た
地
域
づ
く
り
の
方
策
を
受
け
、
当
会
で
は
「
支
部
・
地
区
社
協
事
業
、
福

祉
員
の
更
な
る
周
知
、
災
害
時
へ
の
備
え
と
な
る
学
習
、
支
所
総
合
相
談
の
周
知
」「
健

康
長
寿
生
き
が
い
へ
つ
な
が
る
仲
間
づ
く
り
、
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
」「
地
域
に
お
け
る
福
祉

力
を
培
う
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
・
地
域
活
動
を
担
う
人
材
の
養
成
な
ど
」
多
く
の
事

業
推
進
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
協
が
さ
ら
に
皆
様
の
身
近
な
存
在
と
な
る
よ

う
事
業
・
活
動
の
理
解
を
広
め
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
会
で
は
、
地
域
福
祉
事
業
を
本
所
・
５
支
所
を
は
じ
め
、
市
内
約
50
の
事
業
所
で

推
進
し
て
お
り
、こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、行
政
、各
福
祉
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
全
職
員
力
を
合
わ
せ
て
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

ま
た
、
広
報
紙
社
協
だ
よ
り
「
あ
づ
み
ん
」
は
当
会
運
営
の
福
祉
事
業
の
ご
案
内
・

実
践
事
業
、各
地
区
社
協
事
業
の
活
動
報
告
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。「
あ
づ
み
ん
」

を
通
し
て
当
会
へ
の
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
住
民
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長　

松
嶋
隆
徳

平
成
30
年
度
事
業
計
画

平
成
30
年
度
予
算
概
要

法
人
内
外
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域

共
生
社
会
の
基
盤
づ
く
り
に
貢
献
し
ま

す
。第

３
期
安
曇
野
市
地
域
福
祉
計
画
・

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推
進
を
重
点
に

お
き
、
特
に
次
の
事
業
を
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

■
住
民
主
体
の
支
え
合
い
活
動
の
広
が
り

を
支
援
し
ま
す
。

■
総
合
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

■
地
域
福
祉
活
動
に
係
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
拡
充
し
ま
す
。

■
サ
ロ
ン
活
動
を
は
じ
め
、
住
民
に
よ
る

「
仲
間
づ
く
り
」
の
取
り
組
み
を
支
援

し
ま
す
。

■
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
風
土
を
醸
成

し
て
い
き
ま
す
。

■
地
域
や
学
校
と
連
携
し
、
福
祉
学
習

を
推
進
し
ま
す
。

■
誰
も
が
地
域
の
支
え
合
い
の
担
い
手
と

な
れ
る
よ
う
に
意
識
し
た
育
成
と
活
動

支
援
を
し
ま
す
。

※
公
益
・
障
が
い
者
就
労
支
援
の

各
特
別
会
計
も
含
み
ま
す
。

支出項目 （単位 ：千円）	 	 （割合）

人件費	 1,269,436	 71.1％

事業費	 217,003	 12.2％

事務費	 190,689	 10.7％

就労支援事業費	 ３５,108	 2.0％

助成金	 19,183	 1.0％

その他	 ５３,879	 3.0％

支出合計	 1,785,298	 100.0％

収入項目 （単位 ：千円）		 	 （割合）

会費	 27,682	 1.5％

市などからの補助金	 138,846	 7.8％

市などからの受託金	 327,988	 18.4％

介護保険事業	 896,640	 50.2％

障がい福祉サービス等事業 273,043	 15.3％

その他の収入	 121,099	 6.8％

収入合計	 1,785,298	 100.0％

親
子
も
ち
つ
き
大
会

「
杵
と
臼
で
つ
い
た
お
餅
は
美
味
し
い
な
」
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社
会
福
祉
法
人 

安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

常
務
理
事
・
事
務
局
長　
　

藤ふ
じ　

松ま
つ　

　

兼か
ね　

次つ
ぐ

まいさぽ安曇野フードドライブ
～食べ物の寄付とギフト～開催しました

３月にデリシア穂高店で開催した、 「第４回まいさぽ安曇野フードドライブ」 では、 多

くの方のご理解とご協力をいただきまして誠にありがとうございました。 おかげさまで約

２６０点ものご寄付をいただきました。

ご寄付いただいた食料品は、 「まいさぽ安曇野」 で相談を受けた方のお手元に、

届けさせていただきます。 また開催後に新聞の報道等で実施したことを知り、 こちらま

で届けてくださった方も多数いらっしゃり、 とても感謝しております。

「まいさぽ安曇野フードドライブ」 は、 順次地域を回りながら不定期に開催しておりますが、 食料品のご

寄付の受付は常に行っております。 皆さまのご協力をお待ちしております。

■問合せ

社協本所内

　「まいさぽ安曇野」

担当 ：藤澤 ・加藤

電話 ： ８８- ８７０７

１
月
に
長
野
市
で
開
催
の
『
第
２ １
回

長
野
県
豆
腐
品
評
会
』（
主
催　

長
野
県

及
び
長
野
県
豆
腐
商
工
業
協
同
組
合
）

に
お
い
て
、「
す
て
っ
ぷ
ワ
ー
ク　
ま
・
め
ぞ

ん
」
の
き
ぬ
ご
し
豆
腐
が
３
年
連
続
入
賞

の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

こ
の
き
ぬ
ご
し
豆
腐
は
、
安
曇
野
市
産

の
大
豆
「
ナ
カ
セ
ン
ナ
リ
」
を
使
用
し
た

商
品
で
、
大
豆
の
豊
か
な
香
り
と
甘
み
が

感
じ
ら
れ
、
滑
ら
か
な
食
感
が
特
長
で

す
。ま

た
、
新
商
品
「
ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
濃
厚

　

豆
乳
に
浸
っ
た
お
ぼ
ろ
豆
腐
」
も
大
好

評
で
す
。

お
豆
腐
の
他
に
も
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

や
豆
乳
、
お
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
も
販
売

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

す
て
っ
ぷ
ワ
ー
ク　
ま
・
め
ぞ
ん

　　　　　　　

電
話
８８-

８
５
０
６

　　　　　　　

安
曇
野
市
豊
科
４
６
７
８-

２

社
協
明
科
支
所
で
は
、
初
心
者
向
け

の
健
康
麻
雀
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　
５
月
１ ４
日
（
月
）

　　　　　　　　

午
前
１ ０
時
～
正
午

■
会　

場　

明
科
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　　　　　　　　

あ
い
り
す
（
社
協
明
科
支
所
）

■
内　

容　

今
、
介
護
予
防
に
も
大
変
注

目
さ
れ
て
い
る
「
健
康
麻
雀
」

を
地
域
有
志
の
方
を
講
師
に

迎
え
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
定　

員　

１ ２
名

　　　　　　　　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
参
加
費 

無
料

■
申
込
・
問
合
せ

　　　　　　　　

社
協
明
科
支
所

　　　　　　　　

電
話
６２-

２
４
２
９

※
２
回
目
以
降
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の

方
の
ご
希
望
を
伺
い
な
が
ら
、
開
催
し

て
い
く
予
定
で
す
。

ま
・
め
ぞ
ん
３
年
連
続
の
入
賞
！
お
め
で
と
う

■
賞
名

審
査
長
賞　
き
ぬ
ご
し
豆
腐
の
部

■
銘
柄

　　

ぎ
ゅ
ぎ
ゅ
っ
と
濃
厚

き
ぬ
ご
し
豆
腐

↑穂高方面

↓ 松本方面

安曇野ＩＣ
→

成相

ま・めぞん

カクミズ様

天狗大石や様

デ
リ
シ
ア
様

国
道
１
４
７
号
線

安
曇
野
か
わ
い

ミ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
様

豊
科
駅

安曇野市朗人大学

卒業式
３月２３日、 豊科ふれあいホールにおいて、

平成２９年度安曇野市朗人大学卒業式が行わ

れました。

２９年度は１０８名が入学し、 ３０名の皆勤賞の

方を含む８０名の皆さんが、必要単位を取得し、

修了証書を授与されました。

「
健
康
麻
雀
教
室
」

　　　 
開
催
の
お
知
ら
せ

こ
の
度
、
安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
常
務
理
事
・
事
務
局
長
を

拝
命
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

円
滑
な
運
営
と
地
域
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
、
そ
の
職
責
を
全

う
す
る
べ
く
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
当
会
の
事
業
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

近
年
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
核
家
族
化
の
急
速
な
進
展
や
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
、
経
済
情
勢
を
起
因
と
す
る
生
活
困
窮
、
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
、
子
育
て
に

対
す
る
不
安
、
虐
待
な
ど
様
々
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
や
価
値
観
も
多
様
化
す
る
中
、
地
域
社
会
に
お
け
る
福
祉
の
需
要
は
ま
す
ま
す

増
大
か
つ
複
雑
化
し
て
お
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
果
た
す
役
割
は
極
め
て
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
度
は
、
第
３
期
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
初
年
度
と

な
り
、
様
々
な
福
祉
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
支
部
社
協
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
関
係
機
関
、
団
体
等
の
皆
さ
ま
方
と
連
携
を
取
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
当
会
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
『
支
え
あ
い　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
福
祉
の
ま
ち　

安
曇
野
』
の
実
現
を
目
指
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 常

務
理
事
・
事
務
局
長
就
任
の
ご
挨
拶

当日の様子と、 ご寄付いた
だいた食料品
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情
報
誌

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「

安
曇
野
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
「
安

曇
野
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
」
の
会
長
を
し
て
お
り
ま

す
。
主
な
活
動
は
、
地
域
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

や
シ
ニ
ア
層
を
対
象
に
し
た
、「
初
心
者
パ
ソ
コ

ン
講
座
」
と
「
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
学
習
会
」
の

定
期
開
催
で
す
。

私
と
パ
ソ
コ
ン
と
の
関
わ
り
は
、
情
報
化
社

会
と
言
わ
れ
始
め
た
１
９
９
０
年
代
後
半
「
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
」が
発
売
し
た「W

indow
s9
5

」と
の
出
会
い
か
ら
で
し
た
。
定
年
退
職
後
、

仕
事
で
使
っ
て
き
た
パ
ソ
コ
ン
を
本
格
的
に
学
ぼ
う
と
、
メ
ー
カ
ー
が
認
定
す
る
指
導
者
養

成
講
座
を
受
け
資
格
を
取
得
し
、
２
０
０
３
年
10
月
に
当
時
の
「
豊
科
町
社
会
福
祉
協

議
会
」
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
「
豊
科
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

以
来
、
今
年
で
15
年
目
に
入
り
利
用
者
も
延
べ
２
７
０
０
名

程
に
な
り
ま
す
が
、
活
動
が
継
続
出
来
て
い
る
理
由
と
し
て
考

え
ら
れ
る
の
は
、「
好
き
な
パ
ソ
コ
ン
が
媒
体
」「
人
の
役
に
立
っ

て
い
る
実
感
」「
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
が
い
た
」
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
経
験
か
ら
、
男
性
は
会
社
人
間
の
人
が
多
く
地
域

と
の
馴
染
み
が
少
な
い
で
す
が
、
一
歩
勇
気
を
持
っ
て
地
域
の

活
動
に
踏
み
出
せ
ば
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
り
ま
す
。

スポットライト
「
ワ
ー
ド
応
用
講
座
」
参
加
者
募
集

「
安
曇
野
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
、
マ
ウ
ス
操
作
や
文
字
入
力
が
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
を
持

参
で
き
る
方
を
対
象
に
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日　　

程　

◎
火
曜
・
・
・W

ord2
0
1
3
/2

0
1
6

　　
５
月
８
日
・
１ ５
日
・
２２
日
・
２９
日

　　　　　　　　　

◎
水
曜
・
・
・W

ord2
0
1
0
/2

0
1
3
/2

0
1
6

　 

５
月
９
日
・
１ ６
日
・
２３
日
・
３０
日

■
時　　

間　

午
後
１
時
半
～
３
時
半　　　　　　
　　　

■
定　　

員　

各
コ
ー
ス
１ ２
名

■
会　　

場　

豊
科
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
じ　　　

■
費　　

用　
１
，
７
０
０
円

■
締　　

切　
４
月
２７
日
（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
み　

豊
科
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
じ　

電
話
７２-

３
０
１
３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

安
曇
野
市
に
は
各
地
区
に
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を「
し
た
い

人
」と「
し
て
ほ
し
い
人
」
を
つ
な

げ
る
は
た
ら
き
を
し
て
い
ま
す
。

*

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
関
す
る
相

談
や
情
報
の
提
供

*

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
し
た
い
人

向
け
の
研
修
会
や
講
習
会
の

開
催

*

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
（
活
動

中
の
事
故
等
を
補
償
す
る
）

の
手
続
き

豊
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、
６６
の
個
人
・
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登

録
し
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、隣
接
す
る
「
豊
科
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
市
内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
方
を
中

心
に
会
議
室
の
貸
出
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
等
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

穂
高
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
穂
高
」
や
「
穂
高
中
央
児
童

館
」
が
併
設
さ
れ
た
複
合
施
設
「
穂
高
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。　　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
者
さ
ん
と
の
、
身
近
な
交

流
機
会
が
豊
富
な
と
こ

ろ
が
特
徴
で
す
。

片桐	大輔

三
郷
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

で
は
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
方
が
活
動
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
拠
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

入
浴
施
設
や
娯
楽
室
等
も
あ
り
、
ど

な
た
で
も
、
楽
し
み
な
が
ら
つ
な
が
り
が

で
き
る
素
敵
な
所
で
す
。
是
非
お
い
で
く

だ
さ
い
ま
せ
。

堀
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
や
児
童
館
の
拠
点
で
あ
り
、
乳
幼

児
親
子
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方

が
利
用
さ
れ
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
な

ど
の
情
報
を
分
か
り
や
す
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
ロ
ビ
ー
に
掲
示
板
を
作
る
予
定
で
す
♪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
相
談

に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
て
み

た
い
」
と
思
っ
た
ら
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
回
か
ら
地
域
の
世
話
や
き

さ
ん
や
お
互
い
さ
ま
の
活
動
を
紹

介
す
る
『
世
話
や
き
さ
ん　

み
っ

け
！
お
互
い
さ
ま 

み
っ
け
！
』
の
コ
ー
ナ

ー
が
始
ま
り
ま
す
。「
人
間
関
係
が
希
薄

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
？
ほ
う
っ
て

お
け
な
い
精
神
で
、
ほ
ど
よ
い
お
節
介
を

さ
れ
て
い
る
世
話
や
き
さ
ん
や
、
お
互
い

さ
ま
だ
か
ら
・
・
・
と
助
け
合
っ
て
い
る

ご
近
所
さ
ん
が
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い

る
は
ず
。

そ
ん
な
ス
テ
キ
な
活
動
を
皆
さ
ん
に
紹

介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
自
薦
・
他

薦
を
問
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。な

お
、
た
く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
『
ス
ポ
ッ
ト

ラ
イ
ト
』
の
コ
ー
ナ
ー
は
今
回
で
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ　

社
協
本
所　

地
域
福
祉
係

　　　　　　　　　
電
話
７３-

１
８
７
１

■
日　　

時　

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　　　　　　　　　

午
後
１
時
半
～

（
１
時
間
程
度
）

■
会　　

場　

社
協
穂
高
支
所　

■
内　　

容　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

　　　　　　　　　

里
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

等　

■
持
ち
物　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
飲
み
物　

等　

■
問
合
せ　

社
協
穂
高
支
所

　

電
話
８２-

２
９
４
０

※
詳
細
に
つ
い
て
は
社
協
穂
高
支
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
主
催
者
へ

お
繋
げ
し
ま
す
。

松島武比古さん
（豊科）

パソコン講座の様子

平
成
３０
年
度

「
穂
高
お
達
者
塾

Ｏ
Ｂ
会
」
の
ご
案
内

ふ
れ
あ
い
バ
ス
の
旅
参
加
者
募
集

今
回
の
旅
は
、
静
岡
県
へ

詳
し
い
ご
案
内
や
申
込
み
用
紙
は
、
こ
ち
ら
の
広
報
紙
「
あ
づ
み
ん
」

に
挟
み
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

佐藤	朋子

中嶋	篤美

宮下	優奈

小林	啓孝

明
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

は
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
り
す
」

の
中
に
あ
り
ま
す
。

地
域
の
方
の
集
い
の

場
で
も
あ
る
喫
茶

「
う
さ
ぎ
」
で
も
た
く

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

本所ボランティアセンター

は、 安曇野市全体のボランティ

ア活動のとりまとめをしています。

市民活動セ

ンター等と

の連携もはか

っています。

山岸	久美子
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児 童 館 から お 知らせ　　☆詳しい内容などは、各児童館へお問合せください。☆行事で予約申込み多数の場合は抽選となります。

■５月休館日　３日(木)憲法記念日　４日(金)みどりの日　５日(土)こどもの日　６日(日)　１３日(日)　２０日（日）２７日（日）

あたたかな善意ありがとうございます　　　　ご厚意に深く感謝申し上げます。 （順不同）

■あかしな農業塾様 ・ ・ ・ ・あかざの杖 60 本	■旬の味ほりがね物産センター組合様 ・ ・ ・ ・ 50,000 円

■匿名様 ・ ・ ・ タオル９７本	 ■あづみ農業協同組合様 ・ ・ ・ 18,211 円　■匿名様 ・ ・ ・ ・ 20,000 円

■＜連名＞　( 一社） 松本法人会堀金部会様 ・安曇野市商工会堀金支部工業部会様 ・ ・ ・ 50,000 円

■心を潤すカラオケの集い　代表　髙橋典彦様 ・ ・ ・ ・ 30,000 円	　■穂高将棋クラブ様 ・ ・ ・ 5,000 円

■安曇野市立明北小学校２年生様 ・ ・ ・ ・ ・ 2,900 円　■水谷けさみ様 ・ ・ ・ ・ ・ マッサージ機

■匿名様 ・ ・ ・ ・ 10 ,000 円　■日本禁煙友愛会豊科支部 ・ ・ ・ ・ 麻雀セット２卓、 将棋セット２組

【お詫びと訂正】 社協だよりあづみん 74 号１６Ｐへ掲載しました、 寄付していただいた方の

お名前に誤りがありましたのでお詫びしてここに訂正させていただきます。

（誤） 津神芳司様　４４，２０９円→ （正） 穂高マレットゴルフ協会様

職　

員　

人　

事　

異　

動　
　

前
職
は
省
略

【
総
合
職
員
】

［
平
成
３０
年
４
月
１
日
付
］

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
本
所
］
課
長　

大
澤
克
己

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
穂
高
］
支
所
長　

大
神
泉

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
明
科
］
支
所
長　

丸
山
眞
一

■
介
護
事
業
課　

訪
問
介
護
係

［
本
所
］
主
幹
係
長　

松
澤
高
志

■
障
が
い
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

［
本
所
］
主
幹
係
長　

馬
淵
敦
子

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
本
所
］
係
長　

野
本
博

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
］

　

係
長　

前
田
豊
博

■
介
護
事
業
課　

通
所
介
護
係

［
豊
科
］
係
長　

臼
井
達
彦

■
介
護
事
業
課　

通
所
介
護
係

［
穂
高
］
係
長　

大
倉
宏
之

■
介
護
事
業
課　

通
所
介
護
係
／
訪
問
入
浴
係

［
明
科
］
係
長　

内
川
潤
子

■
障
が
い
福
祉
課　

障
が
い
福
祉
係

［
ほ
っ
ぷ
ラ
イ
フ
］
係
長　

中
村
直
美

■
総
務
課　

総
務
係

［
本
所
］
主
事　

山
岸
健

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
豊
科
］
主
事　

佐
藤
朋
子

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
穂
高
］
主
事　

久
保
田
優
子

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
］

　

主
事　

山
田
修

■
地
域
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

［
豊
科
中
央
児
童
館
］

　

主
任　

伊
東
恭
子

■
地
域
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

［
高
家
児
童
館
］

　

主
任　

堀
金
里
美

■
地
域
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

［
穂
高
中
央
児
童
館
］

　

主
任　

松
岡
利
江

■
地
域
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

［
穂
高
北
部
児
童
館
］

　

主
任　

田
中
優
麻

■
介
護
事
業
課　

居
宅
介
護
支
援
係

［
本
所
］
主
事　

渡
邉
祥
子

■
介
護
事
業
課　

通
所
介
護
係

［
豊
科
］
主
事　

中
野
幸
子

■
介
護
事
業
課　

通
所
介
護
係

［
穂
高
］
主
事　

柳
澤
育
子

■
介
護
事
業
課　

通
所
介
護
係

［
三
郷
］
主
事　

古
川
瑞
恵

■
介
護
事
業
課　

訪
問
介
護
係

［
三
郷
］
主
事　

平
倉
美
代

■
介
護
事
業
課　

訪
問
介
護
係

［
明
科
］
主
事　

北
折
由
香

■
介
護
事
業
課

通
所
介
護
係
／
訪
問
入
浴
係

［
明
科
］
主
事　

松
澤
豊

【
採
用
】

［
平
成
３０
年
４
月
１
日
付
］

■
総
務
課　

総
務
係

［
本
所
］
事
務
局
次
長
／
総
務
課
長

千
國
充
弘

【
退
職
】

［
平
成
３０
年
３
月
３
１
日
付
］

■
地
域
福
祉
課　

地
域
福
祉
係

［
明
科
］
支
所
長　

三
沢
京
子

豊科中央　TEL 72-0122

◎「絵本の読み聞かせ」
■５月２１日（月）11：００～

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ「飯ごうすいさん」
■５月２６日（土）１０：００～１２：００
■予約　必要
■対象　小学生以上１５名
■参加費　１００円

穂高中央　TEL 84-0762

◎「身体測定」
■５月１８日（金）１０：３０～１２：００
■対象　乳幼児親子

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ「かしわ餅作り」
■５月２６日（土）１４：００～１５：３０
■予約　必要
■対象　小学生以上２０名
■参加費　１００円

堀金　TEL 71-2122

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ「かしわ餅を作ろう」
■５月１９日（土）１ ４：００～１ ５：００
■予約　必要
■対象　小学生１５名
■参加費　１００円

◎みんなあつまれ
「かしわ餅を作ろう」
■５月２５日（金）１ ０：３０～１ １：３０
■予約　必要
■対象　乳幼児親子１５組
■参加費　１００円

明科　TEL 62-2482

◎「絵本の読み聞かせ」
■５月１４日（月）１ １ ：００～１ １：２０

◎「クライミング教室」
■５月２６日（土）１ ０：００～１ １：３０
■予約　必要
■対象　小学生１０名
※保護者の方も
体験可能です。

穂高西部　TEL 82-2527

◎「身体測定」
■５月１ １日（金）１０：３０～１２：００
■対象　乳幼児親子

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ
「白玉フルーツポンチを作ろう」
■５月２８日（月）１０：３０～１ ２：００
■予約　必要
■対象　小学生１５名
■参加費　１００円

穂高北部　TEL 83-5494

◎みんなあつまれ
「５月生まれハッピーバースディ」
■５月１８日（金）１０：３０～１ １：３０
■予約　不要
■対象　乳幼児親子

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ「お弁当作り」
■５月２６日（土）１０：３０～１２：００
■予約　必要
■対象　小学生１５名
■参加費　２００円

高家　TEL 72-5685

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ「手打ちうどん」
■５月１９日（土）10：００～１２：００
■予約　必要
■対象　小学生２０名
■参加費　１００円

◎みんなあつまれ
「ヨガ de リフレッシュ」
■５月２５日（金）１０：３０～１ １：３０
■予約　必要
■対象　乳幼児親子２０組
※託児あり

南穂高　TEL 71-5150

◎ﾁｬﾚﾝｼﾞﾀｲﾑ
「飯ごうすいさん＆バーベキ

ューパーティー」
■５月１２日（土）１０：３０～１２：００
■予約　必要
■対象　小学生以上１０名
■参加費　１００円

◎「絵本の読み聞かせ」
■５月１４日（月）１ １ ：００～１ １：３０
■お話しムーンさん

ファミリーサポート依頼会員登録会【５月】
■三郷児童館 7日（月）

■穂高北部児童館 21日（月）

■受付　１ ０：２０　　説明会　１ ０：３０ （登録）

■登録は無料です。 ※印鑑が必要です。

■問合せ

ファミリーサポートセンター　電話７１ ‐ １ １ ２５

※堀金支所では随時受付中♪（要予約）

育児相談日【５月】
時間　１０：３０～１２：００

■豊科中央　　１1日（金）	　　■堀金　　　　　 7日（月）

■高家　　　　　　１1日（金）　　　■明科　　　　　１4日（月）

■南穂高　　　　１8日（金）

■穂高中央　　１8日（金）

■穂高西部　　１1日（金）

■穂高北部　　１1日（金）

■三郷　　　　　　21日（月）

三郷　TEL 76-0185

◎「お下がり会」
■５月１２日（土）１ ０：３０～１ １：００
■予約　出品者のみ必要
■対象　乳幼児親子
※当日の入場順は、 出品者→
一般 （整理券） の順

◎「絵本の読み聞かせ」
■５月２５日 （金）
１ １ ：００～１ １：２０
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『
す
て
っ
ぷ
ワ
ー
ク 
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
た
ん
ぽ
ぽ
』

は
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」に

あ
り
ま
す
。

図
書
館
帰
り
の
お
客
様
な
ど
が
気
軽

に
立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

【
豊
科
た
ん
ぽ
ぽ
】
と
【
堀
金
か
え
で

の
家
】
が
交
代
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
種

類
は
限
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主

製
品
も
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

営
業
時
間
な
ど

○
中
央
図
書
館
の
開
館
日
と
同
じ

○
午
前
１ ０
時
～
午
後
３
時

よ
う
こ
そ
カ
フ
ェ
へ

「
豊
科
た
ん
ぽ
ぽ
」「
堀
金
か
え
で
の
家
」「
三
郷
す
み
れ
の
郷
」の
利
用
者
さ
ん
と

社
協
職
員
が
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す　

市
内
３
カ
所
で
活
動
中

の
、
社
協
の
カ
フ
ェ
を
ご

紹
介
し
ま
す

くつろぎの一杯

自主製品の販売

「お待たせしました」

コーヒーとジュースを

用意しています

『
す
て
っ
ぷ
ワ
ー
ク 
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
菫（
す

み
れ
）』は
三
郷
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ゆ

り
の
き
」
に
、
３
月
１ ０
日
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

営
業
時
間
な
ど

○
基
本
は
火
曜
日
と
金
曜
日

○
午
前
１ ０
時
～
午
後
３
時

『
す
て
っ
ぷ
ワ
ー
ク　

喫
茶
た
ん
ぽ
ぽ
』

は
豊
科
福
祉
老
人
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
の
団
体
の
皆
さ
ま

か
ら
注
文
を
い
た
だ
き
、お
部
屋
ま
で
お

届
け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。【
豊
科
た

ん
ぽ
ぽ
】の
商
品
や
、【
ま
・
め
ぞ
ん
】の
お

豆
腐
も
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

営
業
時
間
な
ど

○
月
曜
日
～
木
曜
日

○
午
前
１ ０
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３
時
半

■
問
合
せ

　　

安
曇
野
市
社
協　

本
所

　　

障
が
い
福
祉
課　

電
話
７２-
３
３
３
１

わたしたちが皆さまのお越しを
お待ちしております ♪♪

白
玉
ク
リ
ー

ム
あ
ん
み
つ

ソ
フ
ァ
ー
席
で　

　　

ご
ゆ
っ
く
り

「
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
～
♪
♪
」

●お楽しみ会　■１３：００～１５：００

■豊科支所　【5月11日】

■穂高支所　【5月 1日】

■三郷支所　【5月 9日】

■堀金支所　【5月18日】

■明科支所　【5月 8日】

誰
と
で
も
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
、
物
づ
く
り
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
地
域
の
居
場
所
で
す
。

相
談
は
無
料
で
す

★
印
は
行
政
相
談
を
同
時
開
催

●介護相談

■居宅介護支援センター

■平日８：３０～１ ７：３０

（土曜・日曜・祝日は除く）

■電話７１－５７３５

●心配ごと・行政相談　■１ ３：００～１ ６：００

■堀金支所	5月 7日(月) ★21日(月)

■穂高支所	5月 8日(火) ★22日(火)

■豊科ささえあいセンターにじ

 5月12日(土) ★23日(水)

■三郷支所	5月10日(木) ★27日(日)

■明科支所	5月11日(金) ★25日(金)※堀金、明科は１０：００～１２：００


